
 

※新型コロナウイルス感染症予防にご協力ください。 
また感染症拡大により中止することがあります。 

 

天草市立図書館 
お知らせ配信メール 

天草市では、図書館から遠方の地域

や、小学校などの施設へ 

移動図書館車で巡回しております。 

いるか号は約 1500 冊の図書を 

積んで巡回しています。 

初めてご利用される方は登録が 

必要ですので、まずは各図書館へ 

ご連絡いただくか、巡回日に 

巡回場所へ直接おいでください。 

お待ちしております。 

※天候状態によっては巡回を中止することがありますので、 
あらかじめご了承ください。 

GoGo！ 
移動図書館車「いるか号」 

天草市立図書館 
ホームページ 

 

小説や料理、園芸、裁縫など 
暮らしに役立つ本や絵本、児童書も
のっていますよ！ 
「いるか号」は河浦・天草・ 
牛深地区へ巡回しています。 

『東大名誉教授が 
おしえる! 

建築でつかむ世界史図鑑』 
本村 凌二/監修 二見書房 

１０月のおたより 

 車を走らせていると、ふっと目の端に赤い塊がよぎりました。「えっ？」と思

っていると、またありました。畦道に群れて咲いている彼岸花です。「え、そん

な季節だっけ？」９月に入っても真夏のような酷暑にすっかり初秋を忘れてい

ました。世の中は彼岸花の季節になっていたんですね。縁取りのように、一枚

の田を囲んで咲いている所もあり、畦道に一直線、赤白交互に並んでいる所も

あり、つい目を奪われています。 

 先日、所用で公用車に乗った時のこと、運転席の A さんと車窓から見える彼

岸花の話になりました。「彼岸花見るとすぐ『ごんぎつね』を連想するとよね。」

「あぁ、新美南吉ですね。新美南吉の話には『手ぶくろを買いに』もあります

よね。」と彼岸花から狐の話題に移り、狐の登場する絵本のことなど会話が弾ん

でとても楽しい道中でした。 

 後で考えてみました。狐は昔話にも創作童話にも多く登場しますが、一般的

には狡猾で人をだます悪役のイメージがありますよね。しかし、書架に並んで

いる創作童話、絵本などを読んでみると狐は「かしこくて知恵はよく働くが、

ちょっと抜けている一面がある」とか「孤独で寂しがりや」とか「意外と好意

的で愛すべき生き物」として表現されているのです。例えば 

 

 

 

 

 

 

 

などなど。 

では、この悪役のイメージは昔話からくるものなのかと思って『日本の民話

1 動物の世界』（瀬川拓男・松谷みよ子/編 角川書店 1977 年）を読んでみまし

た。ところが十篇ほどの作品を読んでも、皆、狐は人間と近しい動物で、一緒

に暮らしたり、恩返しをしたり、むしろ人間にだまされて命を失ったり、など

悪い印象ではないのですよね。解説によると、昔から日本では、家を荒らすネ

ズミや野うさぎや鳥などを食べてくれたりするので、狐は益獣として扱われて

いたそうです。ところが西洋では、羊や牛や人をおそう狼と同様に狐も悪魔の

ような存在だったということで、一説では狐が悪役を担うようになったのはイ

ソップ物語の影響があるともいわれています。狐のイメージチェンジが必要な

のかもしれませんね。                【文・河浦図書館長】  

『白雲去来』 
篠原 悠希/著 

KADOKAWA 

『100 歳まで生きて 
どうするんですか?』 

末井 昭/著 中央公論新社 

『うつぬけの魔法 
赤鼻のクラウンという 

パッチ・アダムス的生き方』 
金本 麻理子/著 

ユサブル 

『écriture 新人作家・ 
杉浦李奈の推論 6』 

松岡 圭祐/著 
KADOKAWA 

新 着 本 紹 介 

『きつねのホイティ』 
シビル・ウェッタシンハ/さく  

まつおかきょうこ/やく 
福音館書店 1994 

『きつねのおきゃくさま』 
あまんきみこ/ぶん  
二俣英五郎/え 
サンリード 2007 

『きつねとぶどう』 
坪田譲治/作  

いもとようこ/絵 
白泉社 1989 

令和 4年 10 月 21日発行 

 
 
 

 

世界遺産のあるまち 

TEL：0969-74-8111 FAX：0969-74-8112  

  

天草市立河浦図書館 
河浦町河浦 5253 

空調改修工事のため 
一部利用を制限していましたが 

『かぜのでんわ』 
いもとようこ/作絵 

金の星社 2014 

『手ぶくろを買いに』 
新美南吉/作  
黒井健/絵 
偕成社 1988 

『ごんぎつね』 
新美南吉/作  
黒井健/絵 
偕成社 1986 

 

河 浦 図 書 館  

１１月１日（火）から通常開館します。 

道の駅 宮地岳 
かかしの里 

ご都合つかれる方、 
お待ちしています 

11 月から 
巡回箇所が増えました！ 

11 月 22 日（火） 
10：00～10：20 

ただし、令和 5 年 1 月 31 日（火）までは 
工事期間中です。 

作業音など発生する場合がありますので 
あらかじめご了承ください。 

河 浦 図 書 館  

あきの 
おはなし会 

１１月１２日（土） 
１０時から 

一町田地区コミュニティセンターにて 

大江出張所
みんなの家・ひだまり

1日（火）

宮野河内 2日・16日
（水）

下田 8日（火）

富津・新合 9日（水） 上河内 15日（火）

一町田 15日（火） 大江・高浜 17日（木）

社協・桜ん里・古江 22日（火） 福連木・宮地岳 22日（火）

河浦小 9日・16日
（水）

天草小 15日・17日
（火）（木）

河浦中 2日（水） 天草中 1日（火）

いるか号巡回　11月日程

『神奈川県警「ヲタク」担当細川春菜 3』鳴神 響一/著 幻冬舎 

『目で見る日本史』岡部 敬史/文 山出 高士/写真 東京書籍 
『訪問看護師という生き方 改訂版』森元 陽子/著  

幻冬舎メディアコンサルティング 
『名乗らじ』佐伯泰英/著 文藝春秋 
『椿平九郎留守居秘録 6』早見 俊/著 二見書房 
『チェンジ』堂場 瞬一/著 講談社 
『もしキミが、人を傷つけたなら、傷つけられたなら 
        10 代から学んでほしい体と心の守り方』 

犯罪学教室のかなえ先生/著 フォレスト出版 


